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　In　a　factQry　involved　in　heavy　industry，　an 　investigation　of　noise 　levels　was 　carried 　out ；

nleasurements 　were 　made 　of　environmental 　noise ，　 a　questionnaire　was 　given　to　the 　workers ，
and 　their 　hearing　was 　tested 　with 　audiometer ．

　The　sublects 　were 　795　male 　wQrkers ， 47．7±8．8　years 　of 　age （Mean ± SD ）．　There　are 　many

noisy 　machines 　in　the　factory： airblowers ，　sanders ，　steel−presses　etc．　 Some 　of 　these 　put　out

high　noise 　levels　in　operation ，　over 　100dB （A ）near 　the　laborer’s　ear ．

　About　60　percent　of　the　Iaborers　were 　working 　in　a　noise 　level　below 　85dB （A）．　 Some 　are

in　the 　area 　of 　85−90dB （A ），　There　are 　a　few 工aborers 　at　the　area 　over 　90dB （A ）．　 The 　laborers

had　the　follow三ng 　 cQmplaints ： hearing　loss（about 　30　percent），　tinnitus （15　percent），　 and

dizziness（10　percent）etc ．

　Hearing 　Ievels　with 　6　divided　estimation 　method 　of 　many 　laborers　were 　15　to　19dB （25
percent ）and 　20　to　24dB （24　percent）．　 Hearing　levels　become 　higher　with 　aging ，　 The　group
over 　35　years 　of　age 　showed 　higher　hearing　levels　at 　sound 　frequency　4000Hz ，　i．e．　such 　as　c5　dip

phenomenon ．

　Most　laborers　are 　using 　ear 　plug，　but　some 　use 　them 　only 　occasionally ．　 More　industrial

hyg 至ene 　education 　should 　be　g三ven 　the　raborers； routine 　noise 　measurernents 　and 　regular
medical 　checkups 　are 　neeCled ．　　　　　　　　　　　　（Ann．　Physiol．　Anthrop．ユユ（1）：21−27，1992）

Key 　words ：Sound　level，　Subjective　complaint ，　 Ear　plug，　 Hearing　level，　 c5　dip

　チ ェ ン ソーや耕運機など に よる振動騒音，建設工事

で の 工具や 爆破に よる音，工 場 で の 工 作機械や オ フ ィ

ス での OA 機器 に よる音な ど， 職場 に は種 々 の 発生源

か らの 騒音 が み られ る．こ れ ら の 騒 音は ，身体 へ の 障

害の み で な く，作業能率や 心理面 か ら も問題 と な る．

職業性騒 音は，古 くは鍛 冶屋職人 などに 頻 発 した難聴

の 原 因と して 問題視 され て きた （土 居 ら，1986 ；福本

ら，1985 ；吉 田 ら， 1985）．

　我 が 国 で は 造船 な どの 重工 業 をは じめ と し，騒 音職

場 に従事する労働者 は多く， 1961年の 労働省 の 調査 で

は 対象 と した 全 国従 業者約628万人 の うち騒音作業従

事者は 183万人 と推定さ れ て い る （渡部，1982）．数年
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前 に は 某造船所 で ハ ン マ
ー打 ち作業 に 従事 して い た退

職労働者 か らの 難聴訴 訟に 対 し，裁判 で 職業性難聴と

認め た判決 が 下 され て い る，こ うした 最近 の 労働状 況

に 対 し， 労働 省 で は管理体制を強化 し，健康診断の 内

容 に つ い て も一部改正 を行 っ て い る．聴力検 査 に つ い

て は オージ オ メ
ー

タ
ーに よる検査 方法や 検査 の 実施時

期など を具体 的に 示 し， 検査 の 実施 時期 を雇 い 入れ時

と，35才時，40才 以上 とし，聴力検査 を他の項目 と と

もに定期健康診断時 に 行 うこ と を義務付 け て い る （労

働基準局，　1989　；言周所，　1989）．

　長年 ， 職業性 騒音 に 曝露 され る こ とに よ っ て生ずる

職 業性 難聴 に 対 して ，現段階 で は 適 切 な治療 方法 が な

く，予防対策 の 重要性が指摘さ れ て い る．対策 と して

音源 の 改善や 騒音の 測定な ど に よる作業環境管理，防

音保護具 の 着 用 ，聴 力検 査 な どの 健康 管理 ， 衛生教 育

が挙げ られる．しか し，こ れ らの 対策が実際の場合に

は 職場 の 組織面な ど との 関係 もあ り， 必ず しも充分 に

は 行 わ れ て い な い 状 態も見られ る （公害防止委員会 ，

1985 ；労働基準局，1989；調所，1989）．

　 こ れ まで 職場の 聴力検査 に つ い て の 報告 は み られ る

が ，環境条件 など との 関連 で 述 べ られ た報告 は 少な い ．

今回 ， 某重機製造工 場 の 騒音職場 に お い て ，騒音環境

の 測 定，ア ン ケー ト調査，聴 力検査 な ど を行 い 職場 の

騒音問題 に つ い て 検討を加え た の で報告する，

　　　　　　　 　　　 方　 法

　対象者 は ， 某重機製造ユニ場 の 製造部門 に働 く男子労

働者約800名で ある．労働 者 の 年齢幅は24〜63歳，平均

年齢 （± 標準偏差）は 47．7±8．8歳で あ る．30歳未満 が

54名，30歳台96名，40歳台 252名，50歳台 369名， 60歳

以上 は 24名で あ り， 年齢分 布か らは 50歳 台前半 に ピー

ク が み られ，中年労働者が 多い ．騒音職場 に お い て，

騒音 の 状態 を測定 し，健康診断時に 自覚症状 な ど に っ

い て の ア ン ケー ト調査，及 び ，聴力検査 を実施した．

自覚症状 な ど の 調査 に つ い て は ， 用紙 を予め配布 し，

各人 に 記載 を依頼 し，問診時に 検診者が記載 もれ な ど

をチ ェ ッ ク し た．ア ン ケ
ー

トの 内容は，自覚症状 の 訴

え，耳栓着用 の 有無 ， 及 び着用時期 ， 入社以前 を含 ん

で の 騒 音曝露 の 期 間，既往歴 ，就業年数 ， 現在 の 業務 ，

及 び 以前 の 業務，所属 な どで ある．聴力検査 は暗騒 音

で 40dB   以下の 診療所内 の 静か な場所で診 断用 オ
ー

ジ オ メ
ー

タ
ー （リ オ ン 社製） を用 い て 行 っ た．

　工 場 内は，堅固 な隔壁 な どもな く
一

つ の 広 い 空間 を

な し て お り ， 工 作機械な ど か らの 音が 反射，屈折 して

多様 な音 が 混 じり合 っ て い る．また 大 きな騒音源 が一

定の 位置 に あ O ， 職 場の 騒 音分布状態は定常騒 音とみ

なせ る．こ の よ うな状況 か ら現場 の 騒膏 レ ベ ル を把握

す る た め に ， 職 場 を ほ ぼ 格 子 状 に 区 分 し 騒 音測 定 を

行 っ た．職場 の 騒 音測定は普通 騒 音計 （A 特性 ）に よ

り行 っ た．職場は 4 棟か ら成 り立 っ て お り ， 大型の機

械 設置箇所 など測定不能 の 箇所 を除 い て ，労働 者 の 働

い て い る空間 に つ い て 騒音 の 測定 を行 っ た．測定 の 高

さは ほ ぼ 1，2m とし，測定は作業時間 に 行 っ た．

　　　　　　　　　　 結　果

1 ＞職場 の 騒音環境

　図 1 に A 工 場棟 で の 音 の 分布 （中央値）を示 した．

80dB （A）未満 ， 80〜84dB （A）， 85〜89dB （A）， 90〜94dB

  ，
95〜99dB   ，100dB （A）以上 の 6段階 に 区分 し表示

した．ベ ル トコ ン ベ ア
ー

作業工程 の 部署 もあ り， また

特別の 工 作機械の ある とこ ろ で は簡単なパ ーテ ィ シ ョ

ン が
， 有機 溶剤 を取 り扱 う部署 な どで は ブー

ス が 設け

られ て い る．しか し，全体 的 に 各工場 内 に は堅固な隔

壁 は な く，職場は通路部分 に よ り大 き く区分 さ れ て い

る．

　工 作機械 な ど に よる 騒音 の 場 合 に は ， 100dB   以上

の 値 を示 す場合 もみ られる．ベ ル トコ ン ベ ア
ー工 程 に

よ る 場合 な ど，騒音 レ ベ ル の 高 い 箇所 が 局在 して い る．

職場に は仕事の 種 類， 取 り扱 う工具な ど に よる い ろ い

ろ の 騒 音発 生 源 が み られ
， 特徴 的な音 の 発 生 が み られ

る．洗浄 ブー
ス 内で の エ アブ U 一

作業 中 の 作業者 の 耳

元付近で の 騒音は ， A 特性で オー
ル パ ス で の 騒音 レ ベ

ル は 116dB （A）と高 く，中心 周波数 4000Hz に 112dB の

ピ
ー

クが み られ．，中心 周波数 8000Hzで の レ ベ ル も高

い ．板金作業 も騒 音の 高い 部署で あ り， サ ン ダ
ー工 具

に よる仕上げ作業中に ，騒 音 レ ベ ル 105dB   で あり，

エ アブ V 一
作業 の 場合 と同様 に 高周波数 帯域 に高 い 騒

音 レ ベ ル が み られ る．鉄板切 断中の プ レ ス 作業 中の 場

合 に は，中心周波数が 500Hz，1000Hz に ピークが み ら

れ ， 250Hz に お い て も騒音 レ ベ ル は高 い ．旋 削な ど機

械加 工 の 場合 に は 中心 周波数 1000Hz に ピ ーク の み ら

れ る場合が 多く，比較的低周波域 に 騒 音の広が りが み

られ る．こ れ ら騒音作業 の 内容 で多か っ た 業種 は，溶

接 ，
エ ア

ープ ロ
ー

， イ ン パ クトレ ン チ，サ ン ダ
ー，組
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図 1　A 工 場の 騒音分 布図 ：dB （A）

立機械加工 ， プ レ ス などであ り，使用す る機械や 工具　　み る と ， 80〜84dB （A）の 部署に働 く労働者が 266人 と最

に よっ て 騒 音に は い ろ い ろの 音の 強 さの レ ベ ル ，そ し　　も多く， 次 い で 80dB（A）未満 の 223人，85〜89dB   の 部

て周波数分奮が み られ る．

2）自覚症状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　10　　　　 20　　　　 30（％）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 聞 え に くい

図 2 に 聴 器 に 関す る良覚症状 を示 した．聞こ えに く　 耳 鴨 り

い が最 も多く30％近 くに み られ，次 い で 耳鳴 りの 15％ 　め ま い

弱 ， そ して 目まい が 10％弱に み られ る．そ の 他 ， 耳閉　耳閉感

感 ， 耳漏 ， 耳痛な ど の 訴えが 数％ に み ら れ る．　　　　耳漏

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 埋 痛

、贈 灘 灘 騾 囂灘鷙 羮繊 lll
職場 の 騒音 レ ベ ル とそ こ の 部署 の 労働者数と の 対 比 を　　　　　　　　図 2　自覚症状の 訴 え率

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Physiological Anthropology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Physiologioal 　Anthropology

24

表 1　 職 場の 騒 音 レ ベ ル と 自覚 症 状

騒 音職 場 に お け る騒 音 環 境 と聴 力健 診

80米満 8D〜8塁

騒 音 レ ベ ル （dB  

　 　 　 85〜89go 以 上 その 他

聞 こ え に くい 22，429 ．732 ．629 ．625 ，3

耳　　な　　り 12．6 ユ7，313 ．0　 　 17．50 ，0

（単位 ：％ ）

署 の 193人 で あ る．90dB  以上の 部署で働 く労働者は

91入 と少 な く，1DOdB   以上 の 騒音部署 で 働 く人 々 は

25名で あ っ た ．

　表 1 に 騒 音 レ ベ ル 別 に 自覚症状 の うち 頻度 の 多い

「聞 こ え に く さ 」と 「耳 鳴 男 に つ い て 示 した．表 中そ

の 他 は 運搬係 などで，部署の
一

定 しな い 場合 で ある．

80dB   未満の 部署 に 働 く人 々 の 自覚症状 の 発 生 の 割

合 は他 の 部署 に 比 較 し低 く，聞 こ え に くさ で は，85〜89

dB   の 部署 の 場合 に ， 高い 傾 向が み られ る．κ験 定 に

よ っ て は聞 こ え に くさ に つ い て 騒 音 レ ベ ル 80dB   未

満 と85〜89（A）dB の 部署 との 聞 に 5 ％の 危 険率で有意

差が み られ るが，その 他，騒 音 レ ベ ル に よる各項 目の

頻度 に有意差は み られな い ．一
人 で 複数 の 症 状 を訴 え

る場合 もみ られ る が，双方 の 訴えを合 計する と騒 音 レ

ベ ル 80dB （A）未満 で は35％の 訴え で あ る の に 対 し，80

dB   以上 の 各騒 音 レ ベ ル の 部署 で は 45％以上 の 訴 え

で，80dB  未満の 部署 に 較べ 高 い 傾 向 が み られ る．

　 表 2 に 騒音経験年数別 の 自覚症状 を示 した ．騒 音曝

露年数 が長 くなるに ともな っ て，自覚症状の 訴え率は

増加 して い る．聞 こ えに くさに つ い て は， 5年未満 に

対 して 15〜19年 お よ び そ れ 以 上 の 騒 音曝露年数 の 場合

が 5 ％ の 危 険率で有意差 が み られ た．経 験 年数25年以

上 で は 聞 こ え に くい が 半数の 者 に み られ る．耳 鳴 りに

つ い て は， 5 年 未満 に 対 して 騒 音曝露年数20〜24年及

び 25年以上 の 場合 に有意差 が み られ た．

3）聴力検 査成績

　表 3に 騒 音曝露年数別 に 6分法 に よ る右 耳 の 聴力レ

ベ ル を示 した．40dB 以上 の 聴力 レ ベ ル を示す もの は ，

10年未満 の グ ル
ープ に は み られ ず ， 騒 音曝露年数 25年

以上 の グル
ープ で 高 い 割合 を示 して い る．

　全体 と し て の 聴力 レ ベ ル をみ る と， 聴力 レ ベ ル が 10

dB 未満 で あ る の が 両 耳 と も 6 ％強 で あ り，10一工4dB

を示す の は約 15％ で あ る．聴 力 レ ベ ル 15〜19dB は 約

25％ と最 も多 く， 次 い で 20〜24dB の 約 24％ で あ る．

25〜29dB の 聴力 レ ベ ル は 16％で あ る．聴 力 レ ベ ル

30〜34dB の 場合 は左 耳 が 8．6％，右 耳 が 6，5％ と両 耳

に やや差が み られ る．聴 力 レ ベ ル 35dB 以上 の 場合 は

両耳 と も 5 ％台 に み られ る．

　表 4 は 騒音曝 露年数別の 平均年齢及 び 右左 の 6 分法

に よ る聴力 レ ベ ル を示 し た．左右耳 の 聴力 レ ベ ル 差は

小 さ い が ，い ずれ も左耳 の 聴力 レ ベ ル が や や大 きい 傾

向 に あ る．騒音曝 露年数 と加齢状況 は ほ ぼ 比例 し， 年

数 が 長 くな る と年 齢 は 高 くな る．曝露年数 の 短 い 場合

表 2　 騒 音曝 露年 数 と 自覚 症 状

5 年未 満 5 〜9 年

騒 　 音 　 曝 　 露 　 年 　 数

　 10〜14年 　 15〜工9年 20− 24年 25年 以 」二

聞こ えに くい 20．2 24．5 24，1 31．8 35．8 50．0

耳　 鳴　　ワ 9．6 13．7 10，9 15．3 20．G 28．3

（単位 ：％）

表 3　騒 音 曝 露年 数 別 の 聴 力 レ ベ ル 分 布

騒 音曝露年数
5 年未満 5 〜910 〜

工46

分 法 に よ る聴 力 レ ベ ル

　 　 15〜1920 〜24

（dB ）

25〜2930 〜3435 〜3940 年以上

5 年 未 満 1．79 ．620 ．829222 ．511 ．83 ．弓 1．1 0
5　〜　 9 年 010 ．826 ．532 ．414 ．714 ．7 01 ．0 0

10 〜 14 年 0．65 ．217 ．225 ，925 ，913 ．26 ．32 ．92 ．8

15 〜 19 年 03 ．27 ．o29 ．331 ．812 ．18 ．37 ．01 ．2

20 〜 24 年 01 ．612 ．5 ユ9231 ．718 ．3lL72 ．52 ．5

25 年 以 上 o 〔｝ 3．323 ．321 ，725 ．013 ．38 ．35 ．0

（単位 ：％）
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表 4 　騒 音曝露年数別の 平均聴力 レ ベ ル

騒 音曝 露年数 5 年 未満 5 〜9 10〜14 15〜19 20〜24 25年 以上

平 均 年 齢 （歳 ） 63．9± 5．6444 ．3止 9．9048 ．0士 5，7848 ．9± 6．4ユ 50．7± 8．4055 ．1士 0．02

右 　 耳 （dB）

左　 耳 （dB）

18．03士 0．028
18．34± 0，02817

．22± 0．050
18．19± 0．05020

．63± 0．029

21．40士 0．02921

，85± 0．032
22．36± 0．03222

．31± 0．042

23．10± 0，04225

．33± 0．085

26，哩4± 0．085

M ± SD

表 5　年齢別 の 平均聴力 レ ベ ル

年 　 齢（歳）
35歳 未満

（n ＝79＞
35〜39
（n ＝71）

40〜44　 i
（n ；96）

45〜49
（n ＝ 156）

50〜54
（n 遣239）

55歳 以 上

（n 諧 154）

右 1L95 ± 0．0616 ，36± 0，0718 ，61士 D．052G ．42± 0．0322 ．26±0．0225 ．45± 0．03

左 12．18± 0．06 ／7，28± 0，0719 ．67± D．0520 ．84± 0．0323 ．05士 0．0225 ．90± 0．03

（単位 ：dB，　 M 士 SD ）

表 6　年 齢 別 の 各周 波 数 に お け る聴力 レ ベ ル

年 　 齢 周 波 　 　 　 数 （Hz ）

（歳 ） 500　 　 　 　 　 　 1000 2000 4  00 8000
〜342G ，32」：0．06　　　12．15 ±0．069 ，68± 0．069 ．43士 0，062 ．09± O，06

35〜3921 ．62± 0．07　　　15．56± 0．0713 ．38± 0，0728 ．39 土0．078 ．45ぬ 0．07
40〜4422 ．97± 0，05　　　17，03士 0．0517 ．34± 0．0526 ．56± 0．0511 ，30± 0．05
45〜4923 ．30± 0．03　　　17．27± 0．0317 、79止 0．0331 ．51± 0．0316 ，54± 0．03
50〜5424 ．10± 0，02　　　18．97コ：0．0220 ．46土 O．0235 ．29± 0．2122 ．57±O．02
55〜 24．90：ヒ0．03　　　20．91：ヒ0．032 弓．ユ0± 0．0340 ．88± 0．0330 ．19±O ．03

（単位 ：dB ，
　 M ± SD ）

に は 年数 に よ る聴力 レ ベ ル に差は 少 な く， 5〜9 年群

と 5年未満群 の 騒音曝露年数 に よ る 聴力 レ ベ ル に は 5
− 9 年群 の 場合 が む しろ 良 い 値 を 示 し て い る．しか し，

曝露年数 が 10年以上 に な る と ， 聴力 レ ベ ル は 年齢 と と

もに 漸 次 高ま りが み ら れ る．

　耳栓 の 着用状況 に つ い て み ると， 耳栓 を使用 しな い

とす る者は全体 の 約 10％で あ り， こ の 内半数以上 は騒

音 レ ベ ル 80dB （A）未満の 職 場部署 の 場合 で あ る．騒 音

レ ベ ル 90dB   以上 の 部署 で は，耳栓 の 着用 が ほ と ん

ど な さ れ て い る．但 し， 耳栓 の 着用 が 時々 であ る者が

20％強 に ， また ， 9 栓 の 着用 が 数年前か ら と す る場合

もみ られ る．

　 表 5 に 年齢別 の 6分 法 に よ る 聴力 レ ベ ル を示 した．

明 らか に 年齢 の すすむ に ともな っ て 聴 力 レ ベ ル が 高 く

な る 傾向 が み られ る．35歳未満群 の な か で は聴 力 レ ベ

ル 10〜14dB で ある場合 の 頻 度 が 最 も高 く，35 〜44歳

群 で は 15〜19dB に ピーク が 移行 して い る．45〜54歳

群 で は 20〜24dB に 聴 力 レ ベ ル の ピ
ーク が み られ ， 平

均 聴力 レ ベ ル で も20dB 以 上 とな る．55歳 以上群 で

ピーク は 25−−29dB に うつ り，更 に 聴 力 レ ベ ル が 高 く

な り，35歳未満群の聴力 レ ベ ル の 約 2倍 を示 して い る．

　表 6に年齢別の 周波数別聴力 レ ペ ル を示 した．35歳

未満 で は 周波数 2000Hz
， 4000Hz の 聴力 レ ベ ル は 9dB

台であるが，35〜39歳 で は 4000Hz で 28dB 強 を示 し，

2000Hz の 聴力 レ ベ ル と の 差 は 平均 で約15dB で あ り，

騒音性難聴 の初期 に み られ る 周波数4000Hz 付近 で の

聴力 レ ベ ル の 低下 に特徴づ けられ る csdip 様 の 現象が

み られ る．年齢 の すすむ に ともな っ て全般的に 聴力 レ

ベ ル は 高 くな り，50〜54歳 で は 4000Hz で 聴 力 レ ベ ル

は 35dB 強 に
，
2000Hz 及 び，8000Hz で は20dB 以上の

聴 力 レ ベ ル で あ り，4000Hz と2eOOHz と の 聴力 レ ベ ル

の 差 も約15dB を示 して い る．55歳以上 に なると，4000
Hz の 周 波 数 で 聴 カ レ ベ ル は 40dB 以上，8000Hzで 30

dB 以上 と，高周波音域 で聴力 レ ベ ル は 高値 を示 して

い る．

　既往 歴 と して は 中耳炎 が 12．5％，そ の 他の 耳 疾患が

約 3 ％で あ り， 幼児期 の 中耳炎 の 既往歴 を含め 中耳炎

が 多くみ られ た．
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26 騒 音職場 に お け る騒 音環 境 と聴力健 診

　　　　　　　　　　考　察

　Alleyne は （1989）カ ナ ダ国 ア ル バ ー
タ州 の 労働 補償

局に 提 出 され た 聴 力損失 に よる補償請求に 解析 を加

え，年々 聴力損失 に よ る補償請求件数 の 増加 を指摘 し

て い る．同局 で聴力損失 が 障害年金の対象 と な る の は ，

周波数500， 1eOO， 2000，
3000Hz の 聴 力 レ ベ ル の 平均

が 35dB を越える場合で あ り，聴力損失 の 原因 として

一
部 に 災害性 の 場合 もあ るが，多くは職場に おける長

期 の 騒 音曝露が 原因 と さ れ て い る．我が 国で は ，
こ う

した 職場 騒 音 に よる補償問題は 現在 の と こ ろ ご く
一

部

に すぎな い が ， 杜会 的情勢か らみ て今後増加す る こ と

も考 え られ る．

　吉 田 らは （1985＞ね ぎ皮 む き機 の 騒音測定 を行 い ，

騒 音 レ ベ ル で は 85〜105dB， 周波数で は 4000〜8000Hz

に最 も高い 音量を示 し， 機械音 の な か に は 高周 波 音 域

の 音の 強い こ とを報告 して い る．工場 内 の 工 作機 械 の

なか には大 きな音を出す もの が 多く， それ らの 音が 工

場 内 で 反射 した り，屈折，回折 をお こ し，共鳴現象を

ともない 多様な音環境 をなす こ とが 考 え られ．る （公害

防止委員会，1985＞．今 回，実際に 騒 音を発す る工 具を

操 作し て い る作業者 の 耳 元 で 測定 した 騒 音レ ベ ル は，

多くが 90〜110dB   で あり ， 周波数で は 4000Hz ， 8000

Hz な ど高周波数域 に ピ
ーク を示す場合 が 多 くみ ら れ

る．しか し，エ ン ジ ン テ ス ト時 の ように 500Hz，1000Hz

の 低周波数域 に高 い 値 を示す場合 もみ られ ， 取 り扱 う

工 具や作業場 に よ っ て 異 な る．騒 音 レ ベ ル は，音 源 が

移動 した り，変化 した りす る場合に は ， 同時刻 で の 多

点測定や，経 時的に 多数回の測定が 必要となる．今回

の 場合 に は ，
工 作機械 が 圏定され て お り，騒 音分布 も

ほ ぼ
一

定化の 傾 向が み られ た．

　産業衛生学会 で は，常習的な曝露に 対する騒 音の許

容基準 を聴 力保護 の 立場 か ら， 1作業 日 中 の 騒 音へ の

曝露時間を騒 音 レ ベ ル ， 及 び 中心麗波数 よ り定 め て い

る ．こ の 基準 以下 の 騒 音 曝 露 で あ れ ば ，騒 音曝 露が 常

習的 に 10年 以上続 い て も，騒 音性 の 永久閾値移動に関

し て は leoOHz 以下 の 周波数 で 聴 力 レ ベ ル が 10dB 以

下，2000Hz で 15dB 以 下 ， 3000Hz 以 上 の 周波数 で 20

dB 以下 に とどめ る こ と が 出来 る もの と さ れ て い る

（日 本産業衛 生 ，
1990 ；和 田

，
1987）．簡易的 な 許 容 基

準 と して曝露時聞 が 8 時闍 の 場合 に 以 前 に は90dB（A）

を
一

応 の 目安 と して い た が ，現在で は85dB   に 改正

され て い る．

　今回対象 と した職場の 騒 音 レ ベ ル と労働者数 と の 関

係 で は ， 騒 音 レ ベ ル 85dB 以 下 の 職 場の 労 働 者数 は

60％以上を 占め て い るが，騒 音 レ ベ ル 90dB以上 の 職

場 に 働 く労働者 も10％強 に み られ る．作業 に よ っ て は

サ ン ダー
，

エ アーブ ロ ー
， イ ン パ ク トレ ン チな ど100dB

  以上 も の 騒 音 を発生 す る工 具 を取 り扱 う場合 もあ

り， 各個 人が曝露 され る騒音は，音 の レ ベ ル や 作業時

間か らみ て もか なりの もの となる．こ れ らの 作 業 に お

い て は耳栓 の 着用 が 必須 で あ る．工具 に よ っ て 発生す

る 騒音 が その まま直接的に 聴器 に 伝 わ るわ け で は な い

が ，もし耳栓や イア
ー

マ フ な ど の着用 を怠れ ば ， さ ら

に か な り の 騒 音 に 曝露さ れ る こ とに な る．

　作業工 程 の 自動化，無人化 に よ っ て 騒音職場 に 働 く

労 働者 は 減少 して い る と い わ れ る．今 回対象と した 職

場 に お い て も
一

部 ロ ボ ッ ト化 が 行 わ れ て い る．しか し，

技術 的に も， 工程 の 上か ら騒音 を低 くす るの に 限界 の

ある場合 もあり， また 多くの 中小企業に お い て は こ う

した 対策も行わ れ ない 状 態の と こ ろ もみ ら れ る、耳 栓

の 装 着 に 関 して，耳栓 は違和感が あ りわずらわ しい ，

人 と の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に 支障をきた し， 作業 の 妨

げ に な る と い っ た 理 由か ら耳栓着用 を敬遠する作業者

もみ られ る．耳栓 に は 音 の 高周波域 の 騒音 を遮音 し，

会 話域 の 周 波 数 の 音を比 較 的 よ く通す耳 栓 もあ る，職

場 の 騒音条件，作業条件 に より防音保 護具 を選択 させ

る べ きで あ る．

　 自覚 症 状 と し て 多い もの に 「聞 こ え に くい 」 次 い で

「耳鳴 り」が み られ る．こ れ らを職場 の 騒音 レ ベ ル 別 に

み る と ， 騒音 レ ベ ル の 比較 的低 い 80dB   未満 の 部署

に お い て は，自覚症状 の 訴えが 低 く，「聞こ えに くさ」

に つ い ては騒 音 レ ベ ル 85− 89dB  の 部 署 に お い て

30％以上 と80dB （A）未満 の 部署 よ り も10％以上 高い 割

合 で あ る．しか し，こ うした 関係に は 騒 音 レ ベ ル の み

で な く，耳栓 の 使用や こ れ まで の 騒音曝露 の 年数 ， 年

齢 な ど も大 きな因子 と考 え ら れ る．耳 栓 の 使 用 状 況 に

つ い て は，騒 音 レ ベ ル 90dB   と 騒 音 レ ベ ル の 高 い 部

署では耳栓着用 が 励行 され て い る の に 対 し， 騒音 レ ベ

ル の 比較的低 い 部署 で は ， 必 ず し も耳栓 の 使 用 が 充分

に は 励行さ れ て い な い こ と もあ り， 個 人曝 露の 騒 音 レ

ベ ル との 関連 の 大 きい こ と が 考 え られ る．

　騒音曝露年数 で は 15年 以上か ら 「聞 こ え に くい 」 の

訴えの 割合が 高くな り， 30％以上を示 して い る．また ，

25年以上 の 場合 に 「耳鳴 り」 が 25％以上 に み ら れ る．
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曝露年数 が 長 い こ と は勤務年数 も長 く，年齢 も高 い 傾

向に あ り，25年以上の 曝露年数 の 平均年 齢が 55歳以上

で あ る．した が っ て こ れ らの訴え に は年齢に よ る 影響

が 考 え られ る．さ ら に 設楽 に よる （1988 ；1980）労働

者群 と対照群 との 比較研究で，両群 の 若年者に は 差 が

み られず，加齢 とともに 労働者の 聴 力 の 低下 が 対象群

よ り大 きい とい っ た 報告 か らも ， 年 齢 の 外 に 騒音 の 影

響 の 大 きい こ と が考えら れ る．

　今回 の 結果 では 6分 法 に よる聴 力 レ ベ ル が 30dB以

上 あ る い は c5dip 様 に 周波数 4000Hz で の 聴力 の 低 下

の 認 め られ る場合が 全体 の 13％に み られ た．c5dip の

形成 は 蝸牛 の 基底板回転 の 上 で ほ ぼ 40 OHz に あ た る

部位 の 有毛細 胞 の 形 態的病変に よ る も の と さ れ て い

る．今 回 の 聴 力障害 の なか に は，中耳炎 の 既往症 が 幼

児期 の 中耳炎を含め る と、 10％以上 に み られ た こ とな

どか らも，聴 力障害 の 原因が職場の 騒 音に よる もの か

否か の 判定 に は，原因 とな る他 の 疾患や環境条件，生

理的加齢現 象な ど も充分 に考慮 しなければな らな い ．

　前述 の 設楽 （1988 ；1980）に よ る，産業従事者で健

診受診者 と対照 とした 人間 ドッ ク受 診者 の 聴 力を比較

した 場合 に ， 加齢 と と もに 産業従事 者の 聴 力 レ ベ ル が

高 くな り，4000Hz の 周波数で対象群 と最 も大 きな差

を ， 次 い で 8000Hz ， 2000Hzで 大 きな差 を示 し， 低 周

波 音域 に お い て も両 群 で 差 の あ る こ と を示 し て い る．

今 回の 結果で も加齢 に よる影響が 大 き く， 特に高周波

音域 に お い て 著 しい ．他 の 周波数に 較 べ 4000Hz で の

聴力 レ ベ ル が 35歳 以上 に お い て高い 値 を示 して お り，
一般の 人 々 の加齢に よる変化 とやや 異 な っ た傾向を示

して い る．

　騒音職場 の 改善施策 に つ い て は騒音源 へ の 対策が 根

本的で あ り励行 さ れ るべ きで あ る．二 次的な手段 とし

て は 耳栓 着用 が 必要 で あり，こ れ に よ りか な りの 部分 ，

騒音性 難聴 の 予 防 に つ なが るもの と考 えられ る．騒音

職場 の 労働 者に は特に 騒 音に 関する職場 の 衛生教育 を

徹底すべ きで あ り， 同時 に 定期 的 に 職場 の 騒音測定 ，

聴力検査 をお こ な い 騒 音性難聴 へ の 積極 的な取組 み が

必要で あ る．
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